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 機場一般図 

機場一般図

 平面図 
S=1:100

※ 地形図の標高は各市の都市計画図を使用しているため、国土地理標高TP(東京湾中等潮位)である。
   本事業計画の河川協議資料の水位等はYP(江戸川工事基準面)である。
   TP標高とYP標高が混在する平面図、構造図等については(  )でYP標高を示す。
   YPはTPより0.84m低い基準となっている。 YP=TP+0.84
   (例)取手の水位がYP+4.99の場合、TP+4.15となる。
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   本事業計画の河川協議資料の水位等はYP(江戸川工事基準面)である。

   TP標高とYP標高が混在する平面図、構造図等については(  )でYP標高を示す。
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   (例)取手の水位がYP+4.99の場合、TP+4.15となる。

   国土地理標高TP(東京湾中等潮位)である。
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計画堤防高

YP+4.50
YP+4.80

余盛高

※ 計画堤防高はYP+4.50mであるが、取水樋門区間は操作線の配管の余盛を考慮し、

   擦り付け方法は監督職員と協議するものとする。

   堤防高をYP+4.80とする。
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